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以下のとおり評価を行いましたので報告します。

担当分野

① 経営・福祉

② 経営・福祉

③

④

福祉サービス種別
評価対象事業所名称

事業所代表者氏名

契約日 年 11 月 1 日

利用者調査票配付日（実施日） 年 1 月 26 日

利用者調査結果報告日 年 2 月 12 日

自己評価の調査票配付日 年 1 月 26 日

自己評価結果報告日 年 2 月 12 日

訪問調査日 年 2 月 15 日

評価合議日 年 2 月 15 日

　　　　コメント
(利用者調査・事業評価の
工夫点、補助者・専門家等
の活用、第三者性確保の
ための措置などを記入）

評価機関名　 株式会社評価基準研究所

福祉サービス第三者評価結果報告書（令和4年度）

〒　 101-0047

所在地　 東京都千代田区内神田3-2-14　コスモスビル２階

認証評価機関番号　 218

電話番号　 03-3251-4150

代表者氏名　 代表取締役　谷口仁宏

評価者氏名・担当分野・評
価者養成講習修了者番号

評価者氏名 修了者番号

谷口　仁宏 H0305043

松尾　肇浩 H1501027

事業所連絡先

〒 206-0802

所在地 稲城市東長沼2115-2-2F

℡ 042-370-3200

2023

放課後児童クラブ
社会福祉法人東保育会　本郷学童クラブ

本郷学童クラブ　館長　武田和也

2022

2023

2023

利用者調査・職員調査は、WEBでの調査を実施し、携帯電話・スマートフォン・
パソコンによる回答を中心とした。利用者調査開始時には、調査の趣旨や手
法などに関する説明と個別のID・パスワードを記した案内状を封緘し全家庭に
配布、職員向けにも同様の案内状を配布した。経営層には各標準項目の自己
評価を的確に行うための独自資料を提供するなど、事業所向けの配慮も行っ
ている。
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総　評 令和４年度　福祉サービス第三者評価　評価結果報告書　施設名：本郷学童クラブ

◇特に評価の高い点

◇改善を求められる点

オリジナルな新たな科学的思考の文化を目指して、STEAM教育、SDGｓ教育を取り入れることで発展
させていってほしい
　
・一般的に難しいとされるSTEAM教育、SDGｓ教育について、当園では意識し始めているが、日々の遊びからき
わめて自然に子どもの科学的思考を広げ、豊かに展開する活動を行っていくことを是非検討していただきたい。
子どもたちの自由な選択肢にこのSTEAMを意識して入れること、そして子どもたちの選択や遊びの発展を支援し
て褒めることなどを計画的に始めても面白いだろう。本学童には様々な職員がおり、優れた能力を生かして現状
からの発展的な科学的遊びを、続けることで本園のオリジナリティが形成されれば、文化となろう。SDG sにつ
いてもこれを広げられれば、さらに面白いかもしれない。

個性豊かな支援員が、それぞれの専門性を活かしながら、子どもの育ちを支えている

・子どもにとって自分らしいことが、何よりも最善へと繋がる条件だといえる。ここでは支援員は指導する立場
ではなく、あくまで子どもの心情を理解し、一人ひとりの意欲を尊重しながら「支える」という専門性に徹して
いる。しかしながら決して受け身ではなく、支援員一人ひとりの異なる個性（子どもへの関わりの距離感）を認
めることで、子どもの気持ちを受け入れる許容範囲が非常に広くなっている。施設の１つの役割として家庭の変
わりとしてあるべきという考えから、一人ひとりの子どもに向き合う真摯な姿勢が感じられる。このような姿勢
は、非常の高く評価されるべき重要な専門性であることは間違いない。

子どものやりたいを反映できる豊かな施設を通じて、子どもの情緒の安定と望ましい学びの場が提供
されている
　
・子どもにとって学童の施設はどうあるべきかを追求すると、限りなく当施設は理想に近い施設環境が整ってい
る。子どもの遊びが上達することを喜び、探求し続ける仕組みや、広く仲間を意識できる空間または狭く少人数
で集える空間が、子ども集団の幅を自在にコントロールしている。更にウッドテラスを整備し、屋外空間を身近
に感じられるスペースや屋上芝生広場なども、子どもたちが自由自在に自分の思いを表出できる環境とし有効で
ある。また、これだけに満足することなく、近くに畑や里山での自然を活用した遊びを行うなど、これ以上ない
といえるような環境、つまり子ども自身の学びが広がるようなアミューズメントパーク的な施設といえる。

子どもたちへの適切な育成支援の質を高めるため、目指す理念の確認を日々繰り返しながらチームを
熟成させている

・登所前に当日の支援員が集まり、情報の共有が行われている。ここではただの情報共有ではなく、目指す理念
を復唱しながら、確認が行われている。日々の支援の中で望ましい子どもの姿はどのようなものであるか？　ま
た子ども一人ひとりの目標は施設の理念に基づいているのだろうか？　そのような問い直しは、支援の質を高め
る上では非常に有効であり、支援員同士の一体感が生まれる機会でもある。ここではチームとしての理念統一の
一体感と、個々の魅力ある人間的側面を全面に認め合っている。それにより一人ひとりが輝きながら、支援に対
して確固たる自信を作り上げている。

職員の改善意欲が高い点は評価できるが、これをより効果的な成果につなげるためには目指す到達点
と手法をより一致させる必要があり、言語化を強く意識してほしい
　
・本学童は法人の強い支援や、同じ建物内にある保育園との連携によって他の学童よりも子どもの自立や自主性
尊重を実現させることができ易い環境にある。また職員も質が高い職員が多いため、これらの恵まれた条件を生
かすことが求められている。そのために必要なことは、館長だけではなく管理層が目指している地点やそこへの
到達手法を、より分かり易い言葉で今まで以上に言語化し、職員全員が言葉で学童としての在り方や日々の支援
方法などをさらに確認しあえるようになることが求められる。学童としての方向性も間違ってはいないため、管
理層の言語化が進むことに期待したい。職員の話し合いやコミュニケーションができているだけに、その前提と
なるコンセプトのより高い質が求められている。

子どもの意見を聞き、尊重していく文化を土台に、子どもたち自身の参画をさらに深め、多彩な学童
の活動につなげてもらいたい
　
・改善点というより今後のさらなる発展に期待することとして、子ども自身の保育への参加が挙げられる。館長
中心に、子どもたちには保育の中で選択させることを園として意識しているが、これは子どもの自立にもつなが
る優れた取り組みであるため、今後はさらにこれを様々な場面で広げていただきたい。本学童では、すでに自分
の希望を言うなど、子どもの声を引き出し尊重する文化（子どもの側からすれば自由に意見を述べ認められる文
化）が定着しつつあると思われる。これを土台にして、子ども自身の声をさらに聞き出す工夫を続けることで、
園のさらに多彩な活動につなげていってほしい。


